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本
所
で
は
、
阪
神
大
霊
災
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
神
戸
経
済
の
復
興
再
生
を
目

指
し
、
目
下
、
神
戸
経
済
復
興
対
策
特
別
委
員
会
（
委
員
長
1
1
米
田
副
会
頭
）
に
お
い
て
「
新
・

神
戸
経
済
創
成
プ
ラ
ン
」
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
が
、
去
る
三
月
二
十
三
日
、
第
二
回
委

員
会
を
開
催
し
、
同
プ
ラ
ン
の
総
論
部
分
に
当
た
る
「
神
戸
経
済
の
復
興
再
生
に
向
け
た
基
本

方
針
」
を
と
り
ま
と
め
た
。

基
本
方
針
で
は
、
ま
ず
、
震

災
後
ニ
カ
月
余
り
を
経
た
時
点

に
お
い
て
も
、
本
所
会
員
企
業

の
約
二
割
に
上
る
企
業
が
い
ま

だ
事
業
再
開
に
至
っ
て
い
な
い

こ
と
を
指
摘
。
国
や
地
方
自
治

体
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

震
災
に
よ
っ
て
神
戸
経
済
が
受

け
た
被
害
は
地
元
自
治
体
や
業

種
・規
模
を
問
わ
ず
あ
ら
ゆ
る

會

企
業
の
対
応
能
力
を
は
る
か
に

越
え
る
深
刻
な
も
の
で
あ
り
、

今
後
国
を
挙
げ
た
さ
ら
な
る
支

援
策
の
実
行
な
く
し
て
は
、
企

業
倒
産
の
多
発
化
、
失
業
者
の

大
量
発
生
な
ど
も
避
け
ら
れ
な

い
状
況
に
あ
る
と
訴
え
て
い
る
。

ま
た
、
神
戸
港
の
機
能
停
止

や
鉄
道

・
道
路
な
ど
の
交
通
寸

断
に
よ
り
、
震
災
に
よ
る
被
害

は
国
内
外
の
経
済
活
動
に
も
甚

本
所
で
は
震
災
直
後
一
月
二

十
五
日
に
「
兵
庫
県
南
部
地
展

に
関
す
る
緊
急
要
望
」
を
政
府
、

兵
庫
県
、
神
戸
市
他
に
提
出
し

た
の
を
始
め
と
し
て
、
合
計
―
-+

本
余
の
要
望
書
を
作
成
し
関
係

当
局
に
提
出
し
た
。
要
望
項
目

は
六
十
四
項
目
に
わ
た
り
、
多
く

の
分
野
で
実
現
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
神
戸
経
済
の
復
旧

・
復
興

に
向
け
て
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。

主
な
実
現
項
目
と
し
て
は
次
の
通

り。イ
ン
フ
ラ
関
係

国
道
、
阪
神
高
速
道
路
な
ど

の
早
期
復
旧
と
交
通
規
制
の
見

直
し
に
関
し
、
四
月

一
日
よ
り
規

制
時
間
の
短
縮
と
四
一二
号
線
の

タ
ク
シ
ー
の
通
行
を
認
め
る
な
ど

の
見
直
し
が
実
施
さ
れ
た
。
港
湾

施
設
の
早
期
復
旧
と
使
用
不
能

中
の
施
設
使
用
料
の
免
除
に
つ
い

て
は
、
免
除
が
認
め
ら
れ
た
上
、

使
用
開
始
後
も
一
定
期
間
、

一

大
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、

神

戸
の
復
興
再
生
は
、
ひ
と
り
神

戸
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
わ
が

国
全
体
と
し
て
も
喫
緊•
最
菫

要
の
課
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中、

市
内
企
業
の

一
日
も
早
い
事
業
再
建
を
は
か

り
、
経
済
活
動
を
復
旧
さ
せ
る

こ
と
が
何
よ
り
も
軍
要
な
課
題

と
し
、

一
方
で
、
神
戸
に
住
み
、

働
き
、
学
ぶ
人
々
が
将
来
に
向

定
の
減
額
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
、

六
甲
ァ
イ
ラ
ン
ド
ヘ
の
ア
ク
セ
ス

改
善
に
つ
い
て
は
代
替
バ
ス
の
増

便
と
ル

ー
ト
変
更
、
専
用
レ

ー

ン
の
導
入
が
実
施
さ
れ
た
。

金
融
関
係

無
利
子
ま
た
は
超
低
利
の
緊

急
災
害
復
旧
資
金
融
資
制
度
の

創
設
に
つ
い
て
は
兵
庫
県
、
神

戸
市
で
年
利
ニ

・
五
％
、
全
半

壊
者
に
は
当
初
一
ー一年
間
ニ

・
五

％
の
利
子
補
給
が
あ
る
災
害
復

旧
融
資
か
創
設
さ
れ
た
。
政
府

系
中
小
企
業
金
融
機
関
に
お
い

て
も
特
別
被
害
者
に
対
し
年
O
・

五
％
の
利
子
補
給
が
実
施
さ
れ

た
。
ま
た
、
信
用
保
証
枠
の
拡

大
、
マ
ル
ケ
イ
融
資
の
貸
し
付

け
限
度
額
の
拡
大
も
実
施
さ
れ

こ
。
t
 
税
制
関
係

国
税
関
係
で
は
、
ま
ず
法
人

税
に
お
け
る
欠
損
金
の
繰
戻
し

回
神
戸
転
ー
復
興

け
て
明
る
い
展
望
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
都
市
の
復
興

再
生
に
向
け
た
中
長
期
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
き
、
，内
外
へ
の
そ

の
姿
を
明
確
に
示
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
見
解
の
下
、

①
復
旧
な
く
し
て
復
興
は
な
し
、

②
災
害
に
強
く
、
魅
力
あ
る
都

市
づ
く
り
の
推
進
、
③
既
存
産

業
の
活
性
化
と
新
産
業
の
創
出

還
付
に

つ
い
て
は
、
欠
損
金
額

の
う
ち
震
災
損
失
額
の

二
分
の

一
に
対
応
す
る
税
額
が
最
大
前

ニ
事
業
年
度
に
わ
た
り
還
付
さ

れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
、
地

価
税
に
つ
い
て
も
損
害
の
程
度

に
よ
っ
て
最
長
＝―-
年
問
免
除
さ

れ
る
こ
と
に
な

っ
た。

こ
の
他
、
震
災
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
建
物

・
機
械
な
ど
の

代
替
資
産
取
得
に
つ
い
て
特
別

償
却
が
認
め
ら
れ
た
ほ
か
、

土

地
譲
渡
益
課
税
に
つ
い
て
、
地

方
公
共
団
体
に
震
災
復
興
事
業

の
た
め
に
譲
渡
し
た
場
合
、
最

大
五
千
万
円
の
特
別
控
除
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

地
方
説
関
係
で
は
、
法
人
県
・

市
民
税
、
事
業
所
税
、
不
動
産

取
得
税
、
自
動
車
税
な
ど
の
減

免
措
置
を
は
じ
め
、
買
換
資
産

に
つ
い
て
固
定
資
産
税
、
都
市

計
画
税
が
三
年
間
二
分
の
一
減

免
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た。

j 

ヽ

の
三
つ
の
基
本
方
針
を
打
ち
出

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
今

後
、
振
興
方
策
を
考
え
て
い
く

上
で
の
基
本
的
な
視
点
や
方
向

性
を
示
し
て
い
る
。

本
所
で
は
現
在
、
国
、
兵
庫

県
、
神
戸
市
に
お
い
て
、
策
定

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
復
興

計
画
に
、
同
基
本
方
針
の
趣
旨

が
最
大
限
反
映
さ
れ
る
よ
う
積

極
的
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、

今
後
さ
ら
に
基
本
方
針
に
沿

っ

た
具
体
的
な
復
興
方
策
に
つ
い

て
の
検
討
を
行
い
、
本
年
五
月

を
め
ど
に
最
終
プ
ラ
ン
を
取
り

ま
と
め
る
予
定
。

中
小
企
業
基
本
法
に
よ
る
中
小

企
業
が
対
象
で
保
険
料
率
が
従

来
の
五
三
％
と
大
幅
割
引
で
加

入
で
き
包
ま
べ
中
堅

・

大
企
業
向
け
の
保
険
も
、

゜
⑲

保
険
料
率
が
従
来
の
七

⑱

-―
-％
で
現
行

一
般
許
可

来

の
中
で
最
大
の
割
引
率

従

と
な

っ
て
い
る
。

4

、
ヵ

※
四
月

・
五
月
に
加
入

率

さ
れ
ま
す
こ
七
月
の

P
L

法
施
行
に
対
応
で
き
ま
す

料険保

の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

は

加
入
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

業

め
し
主
9
0

本
所
会
費

・
負
担
金
に
つ
い

企

加

入
及
び
お
問
い
合

ー

わ
せ
は
損
害
保
険
会
社

一

て
は
、
毎
年
四
月
に
請
求
し
て

中＇

ま
た
は
最
寄
り
の
保
険
代

理
店
へ
お
願
い
し
ま
す
。

い
ま
し
た
が
、
平
成
七
年
度
は
、

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ニ
カ
月
廷
期
し
、
左
記
の
通
り
、

会
員
事
業
チ
ー
ム

六
月
に
請
求
致
し
ま
す
。

①

自
動
振
替
の
場
合

6
3
0
3
.
5
8
0
2
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第
二
回
（
通
算
百
四
回
）
通
常

六
月
二
十
七
日
に
指
定
の

議
員
総
会
に
お
い
て
、
川
崎
重

口
座
か
ら
振
り
替
え
ま
す
。

②

振
り
込
み
の
場
合

工
業
（
株
）
取
締
役
社
長
大
庭
浩

六
月
上
旬
に

「
振

込

依

頼

本

所
で
は
常
議
員
――＿
十
五
名
氏
、

川
崎
製
鉄
（
株
）
取
締
役
社

書
及
び
振
込
用
紙
」
を
送
付
の
定
員
に
対
し
二
名

の

欠

員

が

長

濤

崎
忍
氏
が
新
た
に
常
議
員

し
ま
す
。
（
納
期
六
月
末
日
）
あ

っ
た
が
、
三
月
―
-
+
-―
一
日
の
と
し
て
選
任
さ
れ
た
。
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雇
用
関
係

次
五
十
二
戸
、
二
次
百
十
八
戸

設
の
場
合
は
一
千
万
円
、
リ
ー

雇
用
調
整
助
成
金
の
暫
定
措
提
供
さ
れ
た
。
仮
設
の
共
同
店
ス
の
場
合
は
年
間
五
百
万
円
補

置
の
適
用
期
間
が
平
成
七
年
―――

舗
に
つ
い
て
は

一
団
体
あ
た
り
建
助
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

月―
―-+

―
日
か
ら
六
月
三
十
日

K

ま
で
延
長
さ
れ
る
と
と
も
に
、
支

給
対
象
が
新
規
採
用
者
、
雇
用

期
問
六
ヵ
月
未
満
の
従
業
員
に

も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た。

そ
の
他
被
災
建
物
の
解
体
、
撤
去
費

用
に
関
し
て
は
、
中
小
企
業
に

つ
い
て
は
公
費
負
担
さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た。

大
企
業
に
つ
い
て
は
撤
去
費

用
の
み
、

一
定
の
要
件
を
満
た

す
企
業
に
対
し
公
費
負
担
す
る

方
向
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

仮
設
の
共
同
店
舗
、
事
務
所
、

丁
場
の
整
備
、
提
供
の
要
望
に

関
し
て
は
仮
設
賃
貸
工
場
が

一

平
成
七
年
度
会
費
・
負

担
金
の
請
求
時
期
の
延

期
に
つ
い
て

PL対策について、予防の観点から のポイントを解説す
るとともに、格安な保険料が魅力の商工会議所PL保険制
度について説明し、個別相談に応じます。

平成7年 5月12日 （金）午後 1時30分ー5時
神戸商工会議所 3階会議室
（ボートライナー代替バスが神戸市役所前 ・市民

病院前間で運行されています）

(1)「PL制度と企業の対応策について」（説明）
(2)「商工会議所PL保険制度について」（説明）
(3) 個別相談会

参加費 無料

定員 1 0 0名（先着順）
【問い合わせ・申し込み先】

産業部 岱 30 3 -5 8 0 5 

日
場

内

時

所

容

PLセミナーのご案内
製
品
の
欠
陥
に
よ
っ
て
消
費
者

が
損
害
を
被
っ
た
場
合
、
そ
の
製

品
の
製
造

・
販
売
に
関
与
し
た

事
業
者
が
、
被
害
者
に

対
し
て
負
う
べ
き
損
害

払
加

賠
償
責
任
に
関
す
る
法

臨
四

律
、
製
造
物
責
任
（

P

佳
未

L
)
法
が
七
月

一
日
か

苗
布

ら
施
行
さ
れ
る
。
そ
こ
で

吟
限

今
回
全
国
商
工
会
甕

保

L
 

の
会
員
を
対
象
と
し
て

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生

p
 

か
し
大
幅
割
引
を
実
現

し
た
中
小
企
業
向
け
の

PJi

「中
小
企
業

P
L
保
険
」

痒
哉

と
中
堅

・
大
企
業
向
け

ム

H

の
「
全
国
商
工
会
議
所

ー

P
L
団
体
保
険
」
の
二

士
向

つの

P
L
保
険
制
度
が

創
設
さ
れ
四
月
か
ら
募
集
が
開
始

さ
れ
た
。
中
小
企
業
向
け
の
保
険
は
、

•
~
~
.~... 

•

• 
~
 

本
所
常
議
員
補
充
選

任
結
果
の
お
知
ら
せ

6ぺ
な記

◎
復
興
情
報
コ
ー
ナ
ー

◎
商
工
会
議
所
の
検
定
試
験

◎
健
康
タ
イ
ム

◎
震
災
相
談

n
 

(
2
面）

(
2
.
3
面）

(
4
面）

(
5
面）

い
ろ
ん
な
暮
ら
し
が
あ
っ
て、

誰
も
が
、
も
っ
と
索
敵
な
今
日
と、

も
っ
と
索
晴
ら
し
い

明
日
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
そ
ん
な
ひ
と
り
ひ
と
り
の
た
め
に
、

親
身
に
な
っ
て

お
役
に
立
ち
た
い
と
顧
っ
て
い
ま
す
。

地
球
サ
イ
ズ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、

ワ
イ
ド
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
情
報
力
で
、

地
域
社
会
と
の
親
密
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
っ
と
、
あ
な
た
の
未
来
に

大
き
な
夢
を
咲
か
せ
た
い
。

私
た
ち
は
、
さ
く
ら
銀
行
で
す
。

ヽ
さくら銀行 ゜



平成 7年 4月10日 KOBE会議芹ニュース （平成2年6月22日第3種郵便物認可） (2) 

オフィ ス・工場・土地の貸与に関する情報 (3月31日現在）

下記の事業所より、事務所、工場、土地の貸与に関する情報をご提供頂きました。契約内容などの詳細は、直接下記に

連絡をとって下さい。 【本件担当】神戸商工会議所 産業部 fl078-303-5805 

所 在 地 雨 積 連 絡 先 そ の 他

• 11,000円

神戸市中央区北長狭通
オリックス（採 不動産事業部 水谷

事 務 所 47. 4~49. 6坪 大阪市中央区高麗橋4-2 -16 ． 費 3,000円／坪2 -5 -9 TEL. 0 6 -2 0 4 -3 8 l 9 • 金料の12カ月
• 3年以上入居可能な法人

神戸市須磨区行幸町 ①② 17. 4坪5坪 1室 諒ラシオ須関西磨事業行幸社 癌藤 • 平成 7 年 4 月末入居可
事 務 所 20.4 2室 神戸市 区 町1-)-6J -1 -6 ・詳細はTELにて相談

・（専用面栖） TEL. 078-731-2251 

（有）フレ ッ東ド ジ本ャパン
士 地！ 神戸市北区西大池2-4225 179rrf~1, 283面 神戸市灘区山北町3-12-3 ．詳細はTELにて相談

TEL. 0 7 8 -5 8 3 -8 8 1 8 

神六戸市東灘区向洋町中
積水神ハウス（採 北向田 ・即開業可6坪～65坪 戸市東灘区洋町中 5-15 

店 舗 甲アイランド • 他に 60店盛業中20タイプ リックセントラルタワー 3F
リバーモール周辺 ・飲食 ・物販 ・サーピス業可

TEL. 078-858-0500 

ジ tIパンマーケットセンター（掬 ・ファッンョン（生活文化）産業の

事 務 所 神戸市東灘区向洋町中 6-9 ※詳細はTELにて
神戸戸ファッションマート 」

．入詳居細入はTELにて相談神 市東灘区向洋町中 6-9 
TEL. 0 7 8 -8 5 7 -8 0 0 3 ・即居可能

塁 氷上郡市島町上垣字縄手 建敷物地平屋建約126地坪祖 ビーム（掬 管島理部大 竹中 ・覇売金 ・期間については別途相談
800坪坪（登未 地済） 大阪市福区開 2-3-1-168 6 0 -l ． 却についても検討致します
1,200 (整） TEL. 0 6 -4 6 5 -6 1 8 l 

飲貸（レジャービル食） JR環改状札線大向正駅前
店舗 4室 ／ • 平成 9 年大阪ドーム完成
44. 4d~87. 08m 9‘ ・駅前ー等地、 1年以上入居可能な方

南側 口かい
物件 事務所2室 89.9臼 ・詳細TELにて相談

（株ー大文阪市字大正区＝＿軒家東 J-17-32 
贋 讐 JR環状線大正駅ホーム真下 1 F 132. 47rrf • 1 F現状屋台村一|何商も可能
物 2 F 90. 83rrf TEL. 06-555-772] ・2 • 2 F飲食店 TELにて相談

闊務 讐大商店阪市街大角正地区泉垢 1-34-J l F 50. 11吋 ．詳細TELにて相談

9

ヽ

>
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右記の行政機関でも相談を受け付けています。
※神戸商工会議所会館のテナントも募集中です。 (5頁参照）

●兵庫県商工部新産業立地課
●大阪府商工部産業政策課

匹 078-341-7711
岱 06-941-0351

，i ゃ；~｀

• 

事業再建のためのPRや支援の情報をお

‘̂ 寄せ下さい。（採否に関しては編集部に

ご一任お願いしまず） ‘ へ ． 

神戸商工会議所経済情報センター

も 303• 5812 FAX 303 • 2313 

空
気
清

浄
機
の
中
古
品
を
安
価
で
譲
り

ま
す
。
【
問
い
合
わ
せ
先
】
（
有
）
平
野

金
属
工
業

6
0426

.51•7615 

0
労
務
、
行
政
手
続
き
の
無
料

相
談

（震
災
関
係
）

①
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保

険
、
労
災
保
険
、
雇
用
保
険
②

行
政
手
続
き
（
許
認
可
免
許

・

4

、

ン
ク

レ
ジ
ン
タ
ー
、

0
機
械
設
備
の
譲
渡

旋
盤
、

ン
ダ
ー
、
ボ
ー
ル
盤
、

タ
ッ
ビ

フ
ラ
イ
ス
、

グ
ラ
イ

実
施
期
間

平
成
七
年
四
月
三
日
（
月
）

か
ら
辛
分
の
間
の
月
・
水
・

貿
易
証
明
書
類
の
貿
易

協
会
事
務
所
で
の
受
け

渡
し
実
施
に
つ
い
て

諸
屈
）
に
関
す
る
こ
と
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
白
合
岡
靖
幸
事

務
所

6
5
7
7
.
6
7
2
2
 

0
ケ
ー
キ
洋
菓
子
店
経
営
者
募

集

（被
災
者
優
先
）

当
店
の
波
田
町
支
店
お
よ
び

工
場
（
長
野
県
東
筑
摩
郡
）
を

居
抜
巻
に
て
お
貸
し
し
ま
す
。

家
賃
そ
の
他
の
条
件
は
相
談
の

う
え
。
【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
有
）
エ
ル

ベ
洋
菓
子
店

6
0263

•27

.3266 

海
外
か
ら
本
所
に
寄
せ
ら
れ

た
引
き
合
い
レ
タ
ー
の
内
容
の

一
部
を
掲
載
し
ま
す
。
オ
リ
ジ

ナ
ル
レ
タ
ー
は
本
所
に
保
管
し

て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
際
部

6
3
0
3
.
5
8
0
6
 

八
日
本
か
ら
輸
入
＞

ボ
ー
ル
・
ベ
ア
リ
ン
グ
、
ロ
ー
ロ
ー

ラ
ー
・

ベ
ア
リ
ン
グ
、

ラ
ー

・
チ
ェ
ー
ン
、
自
動
車

部
品
（
ジ
ン
ガ
ポ

ー
ル）、

自
動
車
用
ラ
ジ
オ
（
ス
ウ
ェ

ー

デ
ン
）
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、

テ
レ
ビ

（
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー

ル
）
、
木
製
エ
ン
ピ
ツ
製
造

機
械
（
イ
ン
ド
）
、
泥
水
分

離
機
（
大
理
石
切
断
主
場
用
）

（
台
湾
）
、
手
術
用
器
具
、
医

療
用
設
備
（
ア
ラ
ブ
首
長
国

連
邦
）
、
電
子
製
品
及
ひ
家

電
製
品
及
び
補
修
部
品
（
イ

エ
メ
ン
）
、
鍵
（
オ
ラ
ン
ダ
）

八
日
本
へ
輸
出
＞

健
康
ベ
ソ
ト
（
台
湾
）
、
チ
ー

ク
製
床

・
扉
（
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
）
、
手
製
カ
ー
ペ
ッ
ト

（
カ
ラ
チ
）
、
丸
太

・
角
材

（
香
港
）
、
ク
ジ
ャ
ク
羽
毛

（
イ
ン
ド
）

海
外
引
き
合
い
情
報

商
工
会
議
所
の
検
定
試
験
は
、

商
工
会
議
所
法
に
基
づ
き
実
施

さ
れ
る
も
の
で
、
確
か
な
人
材

育
成
の
実
績
が
各
企
業
か
ら
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

現
在
、
計
六
積
目
の
検
定
試

験
が
実
施
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

各
穂
情
報
機
器
の
基
本
と
な
る

タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
の
技
能
を

測
定
す
る
「
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作

技
能
認
定
試
験

（通
称
・
キ
ー

タ
ッ
チ

2
0
0
0
テ
ス
ト
）」

が
新
た
に
ス
タ
—
卜
し
ま
し
た

。

従
業
員
の
能
力
開
発
・
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
商
工
会
議
所
の
検

定
試
験
を
ご
活
用
下
さ
い
。

面
工
会
議
所
の
検
定
試
験
は
、

全
国
統

一
の
試
験
問
題
及
び
連

用
基
準
で
一
斉
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
資
格
は
仝

国
ど
こ
で
も
通
用
し
ま
す
。

ま
た
、
試
験
の
内
容
も
合
格

者
が
直
ち
に
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で

そ
の
技
能
を
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
実
務
面
を
重
要
視

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
商
工
会
議
所
の
検
定

試
験
に
は
、
計
算
技
術
を
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
さ
せ
、
数
感
覚
を
育

む
珠
算
検
定
、

企
業
会
計
の
華

礎
を
習
得
す
る
簿
記
検
定
、

国

際
化
社
会
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス

上
の
必
須
ァ
イ
テ
ム
で
あ
る
英

文
タ
イ
プ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
技
能

検
定
と
商
業
英
語
検
定
、

販
売

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
養

成
す
る
小
売
商
（販
売
士
）検
定
、

そ
し
て
、
情
報
化
社
会
に
お
け

る
事
務
の
効
率
化
に
役
立

つ
日

検定

試験

貿
易
関
係

金
曜
日

書
類
を
預
か
る
時
間

午
前
九
時
ー
九
時
三
十
分

書
類
を
返
す
時
間

午
後
四
時
―――十
分
ー
五
時

場

所神
戸
底
工
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
ー
四
階
（
社
）
神
戸
貿
易

協
会
事
務
局
内

方

法証
明
関
係
書
類
、

証
明
依
頼
書
、
証
明
手
数
料

（釣
り
銭
の
な
い
金
額
）
、
メ

モ
（
担
当
者
・
連
絡
先
・
肉

筆
の
枚
数
、
証
明
日
付
な
ど

の
依
頼
事
項
）
な
ど
の
必
要

書
類
を
、
各
会
社
名
の
入

っ

た
封
筒
に
入
れ
て
提
出
。

※
受
け
渡
し
の
時
間
は
厳
守

と
し
、
当
日
、
時
間
内
に

受
け
取
り
に
来
な
い
場
合

は
、
翌
日
の
返
却
と
す
る
。

本
語
文
書
処
理
技
能
（
ワ
ー
プ

ロ
技
能
）
検
定

の
六
種
目
が
あ

り
ま
す
。

受
験
者
の
数
は
、
年
間
て
百

八
十
万
人
を
突
破
し
、
実
務
に

直
接
役
立
つ
検
定
と
し
て
ま
す

ま
す
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
約
六
十
万
人
の
合

格
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活

躍
中
で
す
。

ま
た
、
第
七
番
日
の
検
定
試

験
と
し
て
、
「
キ
ー
ボ
ー
ド
操

作
技
能
認
定
試
験
（
キ
ー
タ
ッ

チ
2
0
0
0
テ
ス
ト
）
」
が
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
試
験
は
、
情
較
機
器
を

使
い
こ
な
す
碁
本
と
な
る
キ
ー

ボ
ー
ド
の
止
確
で
速
い
操
作
方

法
（
タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
）
の
習

得
を
目
的
に
考
案
さ
れ
た
も
の

て
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
を
対

象
と
し
て
お
り
、
十
分
間
に
二

千
文
字
の
問
題
文
の
う
ち
何
文

字
入
力
で
き
る
か
と
い
う
技
能

を
認
定
す
る
も
の
で
、
開
始
か

ら
採
点
ま
で
を
全
て
フ
ロ
ッ
ピ
ー

デ
ィ
ス
ク
が
行
い
ま
す
。

商
工
会
議
所
で
は
、
文
部
省

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
省
庁
、

教
育
界
、
産
業
界
の
協
力
を
得

て
、
こ
の
タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ

技
能
の
普
及
を
推
進
し
て
い
く

予
定
で
す
。

な
お
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時

代
の
到
来
を
迎
え
、
情
報
の
高

度
和
用
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
商
工
会
議
所
で

は
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
情
報
機

器
を
活
用
し
た
新
し
い
検
定
試

験
の
開
発
に
つ
い
て
研
究
を
進

キータッチ2000テスト
マスコット・パルキー

新
た
に
中
央
支
部
（
ハ
ー
バ
ー

ラ
ン
ド
仮
事
務
所
）
、
北
支
所

で
も
販
売
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
「
大
阪
市
内

S
福
岡
・
北

九
州
市
内
の
グ
リ
ー
ン
車
」

の

販
売
も
再
開
し
て
い
ま
す
。

優
秀
な
人
材
の
育
成
、
従
業
員
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
。
フ
に
ご
活
用
下
さ
い

し

『

め
て
い
ま
す
。

商
工
会
議
所
で
は
、
検
定
試

験
の
実
施
に
よ
っ
て
、
今
後
も

優
秀
な
人
材
を
一
人
で
も
多
く

産
業
界
に
送
り
出
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
各
企
業
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
従
業
具
の

能
力
開
発
や
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の

た
め
に
社
内
教
育
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
中
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、

幽
主
会
議
所
の
検
定
試
験
を
ぜ

ひ
ご
活
用
下
さ
い
。

※
各
種
目
検
定
試
験
の
実
施
要

網
を
郵
送
希
望
さ
れ
る
方
は
、

郵
送
希
望
種
目

・
級
な
と
を
記

載
し
た
メ
モ
と
返
信
用
封
筒

（
定
型
最
大
型
の
も
の
で
、
表

面
に
送
付
先
を
記
入
し
、
八
十

円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）
を
次

の
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
郵
送

し
て
下
さ
い
。

な
お
、
企
業

・
学
校
単
位
で

複
数
枚
ご
希
望
の
向
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
次
の
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご

一
報
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
珠
算

・
簿
記

・
小
売
商

・
ワ
ー

プ
ロ
技
能

・
キ
ー
ボ
ー
ド
認
定
）

産
業
部

6
3
0
3
.
5
8
0
8

（
英
文
タ
イ
プ
技
能

・
商
業
英

語
）
国
際
部
0
3
0
3
.
5
8

0
6
 

〒
六
五

0

神
戸
市
中
央
区
港

島
中
町
六
ー一

新
幹
線
エ
コ
ノ
ミ
ー
き
っ
ぷ

本
部
・
支
部
・
支
所
で
販
売

を
再
開

【
問
い
合
わ
せ
先
】
国
際
部

6
3
0
3
.
5
8
0
7
 

ジ
ャ
マ
イ
カ
島
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
タ
ウ
ン
。

プ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
の
中
腹
に
あ
る

「
ク
レ
イ
ト
ン
ハ
ウ
ス
L
o

そ
れ
は
、
私
た
ち

U
C
C
の

プ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
コ
ー
ヒ
ー

直
営
農
園
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

1
杯
の
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
た
め
に
は
、

ひ
と
粒
の
一見
か
ら
育
て
た

い
。

そ
ん
な
こ
だ
わ
り
が
、

こ
の
地
に
直
営
農
園
と
い
う
か
た
ち
で

実

っ
た
の
は
今
か
ら

14
年
前
。

そ
し
て
、
恵
ま
れ
た
自
然
の
中
で

丹
念
に
育
て
卜
げ
、
ひ
と
粒
ひ
と
粒
収
穫
し
た

豊
か
な
香
り
と
味
わ
い
が
、

も
う
す
ぐ
あ
な
た
の
も
と
へ
届
き
ま
す
。
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(3) l ＇̀（ 凡 会議所ニュース （平成 2年6月22日第 3種郵便物認可） 平成 7年 4月10日

(3月31日現在） 情 報

◆本所に寄せられだ情報の一部を掲載します。

◆ご関心のある企業には直接ご連絡下さい。

◆既に求人が充足している場合はご容赦下さい。

◆求人情報をまとめた冊子を本部、支部、支所及び市内各区役所で配布しています。

～求人情報を募集しています。詳しくは産業部（匹303-5805)まで～
I 

社名／電話番号／担当 職 種 勤務地／勤務時間／給与／資格／その他 事業内容／従業員／資本金／所在地

昧 鈴 江 商
ム ①経理事務（パートも可）／女2名／18~30歳 本店／ 1日9時問 ・週 54時間、週 1□休／①月 15万円 ・年収200 料飲業、ホテ）レ業／100名／ 156万円／神ココ：
②営業配送（パートも可）／男2名／20~45歳 万円②月 17~200万円 ・ 年収 220-260 万口③月 1 5~  2 0万 戸市中央区花隈町17 -2 4 

匹351-3331 社長・鈴江 ③ホテルフロント営業／男1名／20~40歳 円 ・年収200-260万円／①ワープロ ・簿記3級②運転免許

閥 野 呂 工 務 店 ①現場管理業務／男／ ;:',5~50歳②施工指導 1日8時間 ・遠 44時問、逍休2日制（隔週） ／①月 45万円 ・年収6 建設業（土木工事業） ／ 35名／ 2, 4 0 0万
業務／男／30-55歳 20万円②月 40万円 ・年収570万円／①l、 2級土木施工管理技丁―ヽ 円／神戸市灘区王山町16-9

匹841-2762 労務井上 自動］車運転免許②上木 工事に必安な資格（卓輛系、玉掛、足場組立等）

（有） 江 口 商 店 運転手及び外務員／男 2名／ 25~50歳 神戸市内／ 8:00-17:00、過 11:3休／月 30万円 ・年収400 残業廃棄物処理業／ 1J.名／ ］， 000月円／
万円／運転免許（第2種） 4lまで 神戸市中央区山本通4-21-13

1 岱222-3661 江口

辻 崎 左 官 固 業 所 屋根工事、壁塗り／男2名／18-40歳 阪神問／8:00-17:00、週1日休／ 巳額13,0001..y／習通 屋杜し1こ可i、壁竺含り／2名／神戸r|j北区淡河町勝
’̀噸 自動車免許 雄 62

岱959-0253 辻崎

日本ビジネスコンピューター昧
一舟般事務（営業事務、経理車務）、簡単な市務 神戸支店／ 8 4 5~  1 7. 3 0、週休2日制 （完全） ／月 14. 5~  IBM社製オフコン ・ベソコンの販売、周辺機
作業／女1名／ 20-28歳 l 5. 3万円／ワープロ経験名 器の閉発 ・製造 ・販売及び｀ノフトウェアの開発、

匹272-4600 支店長．平井 保守サービス／ 1, 5 2 0名／ 45億（う， 26 
13万円

牒 ひ め や 1営業職／6名／30~40歳 1.0:00-19:00、週休2日制 （隔遁、休みは平n)／片 25~  嵩級呉服専門店小売／70名／1， 000万 円
30万円／普通免許 ／神戸市灘区篠原中町6-2 1 3 

匹801-1352 総務部・藤井

昧 松 原 製 ，，目た臼9 所 1食品製造係／男2名／18-:35歳 右記所在地／1日8時問 ・週 4(）時間、湿休2日制／月 15~2 1. 5 あん類製造業／20名／ 1, 800カロ／神戸
万円 市中央区□蒋通2 2 8 

む221-2707 社長松原
-l 

（有） 庵 神 建 工 ①重機オペ／ 4名／20-65歳②大型 ・小型 神戸市内／ 1日8時間、週1日休／①②月 30万円以ヒ ・年収400万 建設業／ 500万円／神戸巾須磨区緑が丘2-
ダンプオペ／ 10 名／ 20~65 歳③事務職 円③月 15万可以上・年収250万円以l-／／①普通運転免許 ・車両系））.) 1 1 6 

岱741-8870 社長・鮫島 （パートも可） ／ 35歳まて 上②大型免許 ・碑通免許③稗通免許・パ・ノコンできる人待遇

マ ル 力 ン 商 事 昧 営業／男2名／ 23-30歳 神戸、大阪／1Fl 8時間 ・週 44時間、辿休2□制（月 2回） ／月25 総合食品卸／ 26名／ 2,0 0 0 万円／神戸 rl •J
万円 ・年収400万円／ 普通自動車免許 兵庫区神明町5-1

岱652-2677 経理部田中

昧 創 造 学 園
①役旦付自家用運転手（臨時） ／ 男 1名／ 30 右記所在地／ 1FlCD8時間②7時間・‘30分、週休2Fl制 （隔週） ／①月 民間救育事業／ 100名／ 2,000万口／神
~5  0歳②理事長秘書／女 1名／ 25-35歳 2 4~3  5万円 ・年収360万円以 ヒ②月 20~2 9万円 ・年収300 戸市中央区海岸通6建隆ピ｝レII

I 匹333-0133 人事部橋田 万円以J__／①普通自動車運転免許、芦屋市、束灘区近郊に居住の方、成
噴優秀者は契約更新の場合有り②2~3年の実務経険

東 亜 機 械 工 業 昧 ①電気技術名／拐2名／20-40歳②メンテ ；①両区②束灘区／1日7時問45分 ・週 41時問、週休2日制（隔逗） 食品関連産業機械、穀物関連プラント機械等の
ナンス要員／男2名／25-40歳 ／①月 20万P:J・年収350万円②月 23万P-J・年収3,0 0 0万円／ 企両、設計、告LJ作／12 0名／ 5, 500万円

tt991-1717 総務課．杉 ①電気科卒、経験者②ガス切断、吃気溶接経験老 ／神戸市西区高塚合3-1-21

（株 リ ン グ 1 店長候補／男 2 名／ 18~30 歳 神戸市内／ 1日8時問 ・遠48時問、週1日休／月24カ可 ・年収30 飲食店 （焼鳥専門1占）／ 9名／ 1, 0 0 0万円
0万171／社宅2倅有り ／神戸市北区有野町1甘桐2-18

岱981-1640・0603 社長・池田

橘 本 産 機 （株） 白動車、フォークリフトの車検、修理／男2名 右記所在地／ 8::30-17:30、 Fl • ネ兄休／月 2 3-:3 0カ下］／ 2 自動車、産業磯械の販売、 リース、レンタル、
/20~50歳 級整備上又は同程度、普通免許 整備／ 15名／ 1, 000万円／神斤市兵叫戸

匹671-8211 70ソトマネージャー・加藤 高松町2-27

昧 村 井 組 工事現場／男女各3名／ 18~45歳 袢戸市内／ 8:00-17:00、週休2R制（隅週） ／普通白勤屯免 上木建設／25名／1., 0 0 0万円／神戸市垂
許、車両系建設磯械、 2級土木施工資碑／寮有り（男子） 水図清水が丘 3-1 8 

fl783-3906 社長村井

福 村 鉄 工 所 鉄工業（建築 ・金物） ／男5名／ 18-50歳 神戸市内／ 8:00-17:00、週休2巳1,II（月 1回） ／月 20~3 鉄工業／ 25名／300万内／神戸市西区高塚
0万円 ・年収200-500万円／製図及びCAD経験者優遇する 台 3-2-!50

fl991-4188 代表者．福村
．． 

平成 7年度 検定試験スケジュール

平成 7年
5月20日(±)

6月 4日（日）
11 R（日）
18日（日）～24曰辻）
25 Fl（日）

7月 1Fl山 ・ 2日(1:J)
2日（日） ．

8 日山 • 9 Fl（日）
12曰（水）

9月30日国 ・10月 1日(H)

10月 1日（日）
4口（水）
15□(1:J)~21円（土〉
22日(1:J)

11月11日は）・12□（日）
19日(R)
23日（勤労感謝の日）

12月 2日(±). 3日(U)
17日（日）

第 15回 2級ワープロ技能検定

第45回閾業失語検定
第 82回簿記検定
キータッチ2000テスト
第144回蛛等検定

（統一詰t4験）

第82回英文タイプライティング技能検定
第45回醐楽英語検定 (Aクラス 2次試験）
第21回 3級ワープロ技能検定
第 36回 3級小売商（販売 ．し）検定

第 16回 2級ワープロ技能検定

第 11同 1級ワープロ技能検定
第23回 2級小売商（販売上）検定
キータ ッ チ 2000テスト（統一 試験）
第 145[叫珠算検定

第83回失文タイプライティング技能検定
第83回簿記検定
第46回商業英語検定

第 22回 3級ワープロ技能検定
第46回商業英語検定 (Aクラス 2次試験）

平成 8年
1月28日(cl)~2月 3Fl山

2月11日(H)
21 Fl（水）
21日（水）

キータッチ2000テス］ヽ

第 146回珠算検定
第 23回 l級小売商
第 37回 3級小売商

（統一告式験）

（販売士）

⑪反贅:9」二）
定
定
検
検

種目

珠算 1 ]級 2,000円
I 

簿 記 I 1級7,000円

英文タイプjAクラス 4,000円
商業英語 Aクラス 5,000円 Bクラス 3,500円

販完士 |l級 7,000円 2級 5,000円 3級 3,500円

1級 9,500円 2級 8,000円 3級 6,000円 4級 3,000円

三 f:1受験料 1,000円 フロッピーティスク（試験問題16問入力） 1枚 1,500円
※試験結果通知ハカキ（簿記、販売土、ワープロ）ご希望の方は、手数料と して別途300円が必要です。

ワ プロ

検定試験受験料 （消費税含む）

険

3級 1,300円

3級 2,000円

受

2級 1,500円

2級 4,000円

Bクラス 3,300円 Cクラス 2,700円

罪斗

4~6級 900円

4級 1,500円

Dクラス 2,000円 Eクラス l,800円

Cクラス 2,700円 Dクラス 1,800円

電
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大
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予
期
も
し
な
か
っ
た
人
族
災
が

突
如
と
し
て
私
達
の
町
神
戸
を

は
や
ニ
カ
月
が
過

襲
っ
て
か
ら
、

ぎ
去
り
ま
し
た
。

市
内
で
は
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
復
叫
工
事
が
始
ま
り
、

新
し
く
蘇
る
神
戸
の
息
吹
が
感

じ
ら
れ
ま
す
が
、
皆
様
お
元
気
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

腕
災
の

被
害
を
直
接
受
け
た
方
々
は
も

と
よ
り
、
ほ
と
ん
と
の
力
々
が
一

時
的
に
は
体
調
を
崩
さ
れ
た
事
と

思
い
ま
す
。
ま
だ
体
の
と
こ
か
か

変
だ
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
大
霰
災
か
私
辿
の
健
康
に
も

た
ら
す
影
脚
に
つ
い
て
、
今
同
は

検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
何
よ
り
も
困
る
の
か
、

壊

れ
た
ビ
ル
や
家
屋
の
解
体
作
業

で
発
生
す
る
粉
じ
ん
で
す
。
呼

吸
器
の
病
気
を
持
っ
て
い
る
人

に
は
、
当
然
の
市
な
が
ら
悪
い

影
害
が
あ
っ
て
咳
や
痰
が
増
え
ま

す
。
健
康
な
肺
で
あ
っ
て
も
、

多
量
に
吸
い
込
む
と
気
管
支
炎

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
と
く
に
有

宮
で
や
っ
か
い
な
の
が
粉
じ
ん
の

中
に
金
ま
れ
る
石
綿
て
、
ア
ス
ベ

ス
ト
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
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i 例年、4月から 5月に実施しておりますミ i、[
！二人問トック（成人病検診）は、都合により iと
’ ’し`＼
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震災の影響
粉じん・
メンタルヘルス問題

別
の
岩
石
の
中
に
含
ま
れ
る
天

然
の
ケ
イ
酸
塩
の
結
晶
を
取
り

出
し
た
も
の
で
、
非
常
に
細
い

繊
維
状
に
な
っ
て
い
ま
す
。
断

熱
性
不
燃
社
、
耐
摩
託
性
、

怪
呈
な
ど
の
性
質
を
利
用
し
て

上
業
的
用
途
、
と
く
に
建
築
資

材
と
し
て
汎
用
さ
れ
、
屋
根
を

耳
く
の
に
ス
レ
ー
ト
右
船
に
し
て

用
い
た
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁

に
挟
み
込
ん
で
使
用
し
ま
す
。

そ
の
物
迎
化
学
特
性
が
産
業

革
命
の
頃
か
ら
江
口
さ
れ
て
い
た

の
て
す
が
、
第
一
次
世
界
大
戦

中
に
飛
躍
的
に
そ
の
店
費
量
か

増
加
し
ま
し
た
。
比
較
的
安
価

な
の
て
芯
激
に
普
及
し
た
の
で
す

か、

4
圧
の
過
程
の
中
で
従
車

し
た
丁
員
さ
ん
の
中
か
ら
、

肺

絨
維
揺
や
肺
ガ
ン
の
患
者
か
多

数
発
症
し
た
の
で
す
。
ア
ス
ベ
ス

ト
に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
が
原
囚
だ

と
分
か
り
、
上
員
さ
ん
の
梨
さ
ん

も
間
接
的
に
吸
入
す
る
こ
と
か
ら
、

同
じ
よ
う
な
病
気
が
起
こ
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
で
か
な
り
の
危
険

度
か
あ
る
と
さ
れ
、
世
界
的
に

厳
重
な
規
闘
が
打
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
繊
維
は
肺
に
い
っ

た
ん
入
る
と
な
か
な
か
排
出
さ
れ

難
い
こ
と
か
ら
、
単
な
る
慢
性

気
管
支
炎
た
け
で
は
な
く
、

肺

の
間
質
に
紬
維
が
増
え
て
呼
吸

槻
能
が
ど
ん
ど
ん
低
ド
し
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
ヘ
の
暴
蕗
を
止
め
な

い
限
り
不
UJ
逆
的
に
進
り
し
て

呼
吸
不
仝
で
死
亡
し
ま
す
が
、

ゆ
っ
く
り
進
ん
だ
場
合
も
肺
カ
ン

か
非
常
に
島
い
頻
度
で
後
発
し

ま
す
。
同
時
に
ろ
く
膜
の
肥
厚

が
合
併
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
部

分
か
ら
悪
性
中
皮
肺
と
い
う
ガ

ン
の
一
種
て
珍
し
い
病
気
か
多

発
す
る
の
て
す
。
冶
療
法
の
ほ
と

ん
ど
無
い
悪
性

111
皮
肺
の
隙
因

は
、
大
部
分
が
ア
ス
ベ
ス
ト
だ
と

二
＝
わ
れ
て
い
る
く
ら
い
て
す
。

一
般
的
な
問
題
と
し
て
、
人

災
害
か
私
達
の
健
康
に
及
ほ
す

最
も
大
き
な
影
習
は
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
関
題
た
と
忠
い
ま
す
。

家
放
や
親
し
い
人
を
'L
く
し
た
り
、

自
宅
や
会
社
か
全
壊
し
た
り
、

大
事
な
家
財
を
失
っ
た
り
、
そ

の
う
え
ガ
ス
や
水
道
も
廿
ま
る
、

通
勤
に
も
何
侶
も
時
間
が
か
か

る
と
い
う
よ
う
な
状
態
で
は
、
感

情
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
向
事

に
も
無
閃
心
に
な
る
人
が
出
て
も

当
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

悲
し
み
、
怒
り
、
不
安
、
無

力
感
な
と
が
一
崎
に
心
を
揺
さ

ぶ
り
ま
す
。
直
接
被
由
に
遭
わ

な
か
っ
た
人
も
、
自
分
だ
け
が
無

事
だ
っ
た
こ
と
に
対
す
る
気
北
ね

も
牛
ま
れ
て
き
ま
す
。
こ
ん
な
時

に
は
と
う
す
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ば
良
い
の
で
し
ょ

う
か
。
私
は
む
し
ろ
外
に
向
か
っ

て
、
自
分
の
し
バ
持
ち
を
率
四
に

表
現
す
る
べ
き
だ
と
忠
い
ま
す
。

他
の
人
に
自
分
の
心
情
を
ふ
っ

つ
け
る
方
か
、
こ
こ
ろ
の
負
に
は

表
記
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、
会
員
名
、
超
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又
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代
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所
又
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所
在
地
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／
裔
平
咆
／
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l
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阿
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商
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新
会
員
ご
紹
介

一
三
、
八
二
六
会
員

軽
く
な
り
ま
す
。
自
分
の
中
に

閉
し
込
め
る
事
は
、
梧
神
の
不

安
定
ひ
い
て
は
響
状
態
に
陥
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
と

き
こ
そ
気
兼
ね
し
な
い
で
打
ち
明

け
る
べ
き
で
す
。
自
分
が
筍
―

―

者
の
時
も
優
し
く
間
い
て
あ
げ
る

こ
と
、

う
っ
か
り
励
ま
す
と
泌
効

采
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、

鬱
状
態

の
最
良
の
薬
は
慰
め
の

一＝
葉
だ

と
―

l

一はわ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
か
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れ
る
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と
は
、
甲

に
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的
な
病
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な
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だ
け
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は
な
く
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の
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す
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疲
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い
、

仕
中
に
集
中
て
き
な
い
な
と
の
庄

状
が
、
内
臓
の
病
気
も
な
い
の

に
現
れ
ま
す
。
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レ
L
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会

蓑
す
る
の
も
必
要
て
す
が
、
仕

活
の
リ
ズ
ム
を
取
り
仄
す
こ
と
が

何
よ
り
手
要
て
す
。
ゆ
っ
く
り
出

米
る
自
分
の
峙
を
樗
つ
と
と
も
に
、

家
族
と
一
緒
の
月
間
を
出
米
る

だ
け
長
く
す
べ
き
で
す
。
急
が
ぱ

廻
れ
と
い
う
諺
も
あ
る
と
お
り
、

災
古
や
什
申
を
忘
れ
る
時
間
か

長
い
ほ
ど
こ
こ
ろ
の
固
復
は
早
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と
思
い
ま
す
。

Fl
曜
日
が
あ
る
の
を
ぜ
ひ
お
忘
れ

そ
の
た
め
に
こ
そ

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

そ
れ
と
お

山
掛
け
に
な
る
時
は
マ
ス
ク
だ
け
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必
ず
携
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し
て
、
ア
ス
ペ
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ト
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か
ら
ご
自
分
の
肺
を
お
守
り

に
さ
い
。
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共
済
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

加

安

入状況

し＇ 

約4,900社

約18,000人が加入

総加入保険金約1,200億円

．
 万ーの死亡、

共済制度で、

き な

不慮の事故による障害や入院を保障する

法人の場合は損金扱いとなります。

＠掛金・給付金（例 35歳男性）
口数 月額掛金 死亡保険金 災害死亡保

30 945円 300万円 600万1

10ロ 2,534 1,000万 1,600万
L 

, 150 3,339 1,500万 2,100万

18□ 3,822 1,800万 2,400万

険金り域は互い紅紅寸金(l81こつき）
円 I

----] 
4,500円

9,000 

9,000 

9,000 

※加入年齢は14歳6カ月から65歳6カ月までです。
--1 

ん

◎阪神大震災で犠牲になられた方々に対し、

約3億6千万円お支払いいたしました。

死亡保険金・災害保険金を



(5) KOBE会議芹ニュース （平成2年6月22日第 3種郵便物認可） 平成 7年4月10日

神戸商工会議所会館
テナント募集

〔会館概要］

所在地

交

立

会

通

地

館

〔賃貸条件〕

貸室面積

用途

賃料

共益費

付加使用料

会館9階 フロア605.77 nf（契約面積は壁芯計算とする）
事務室

月額 2, 180, 800円 (3,600円／ I甘） （消費税別途）
月額 769,300円 (1,270円／nf)（消安税別途）
貸室内における電気料—使用実績額を請求致します。
清掃料 (9階部分）月額 65,000円（消翌税別途）
貸倉庫料 (9階部分）月額 6,000円（消費税別途）
賃料の20カ月分
敷金は予約契約時に30%、入居時に残額70％をお支払い頂きます。
貸室内の間仕切造作などは入居者側にて負担施了となります。

（事前に会議所の承認が必要です）

〔申し込み方法〕

所定の申し込み用紙に次の各書類を各 1通添付してお申し込み下さい。
①会社登記簿謄本②最近2カ年の決算報告書③会社経歴書または会社概要

〔入居者の決定〕

入居者は、審査会で審査の上決定します。

〔問い合わせ先〕

総務部管理チーム

敷 金

その他

神戸市中央区港島中町 6丁目 1番地
神戸商工会議所会館 事務所棟 9階

三宮駅からポートライナーで約10分、市民広場駅下車徒歩約 3分、
三宮から車で約10分
ポートアイランドの中心部に位置し、有カファ・ノション系企業が集積

するファソショソタウンの人口に面する。会館南側に国際交流会館。

西館（事務所棟 —- 9階建）、東館 （ホテル棟一ー16階建）、及び両
棟の間にアトリウムを擁するツインビル。

1階にレストラン街、 3階に大小貸会議室、事務所棟6~9階が貸
事務室

匹 303-5804

借
家

（店
舗
）
が
地
震
で
滅

失
し
ま
し
た
。
罹
災
都
市
借
地

借
家
臨
時
処
理
法
に
よ

っ
て
土

地
の
借
地
権
が
取
得
で
き
る
と

聞
き
ま
し
た
の
で
、
惜
地
権
を

取
得
し
て
自
分
で
建
物
を
建
て

て
営
業
を
再
開
さ
せ
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
注
意
す
べ
き
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
滅
失
し
た
建
物
は

地
主
の
所
有
で
し
た
。

A
 

今
回
の
地
震
に
つ
き
「
罹
災

都
市
借
地
借
家
臨
時
処
理
法
」

（
以
下
、
罹
災
都
市
法
と
い
う
）

と
い
う
法
律
が
適
用
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
も
っ
ば
ら
借
家

人
、
借
地
人
を
保
護
す
る
た
め

の
法
律
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

地
震
に
よ
っ
て
借
家
が
滅
失
し

た
場
合
に
、
借
家
人
に
次
の
権

利
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

借
家
が
滅
失
し
た
場
合
、
建

物
の
賃
貸
借
契
約
は
当
然
に
終

了
し
ま
す
。
そ
の
こ
と
自
体
は

罹
災
都
市
法
が
適
用
さ
れ
て
も

変
わ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
罹

Q 

工

の
対
立
が
あ
る
と
き
は
、
調
停

ま
た
は
裁
判
に
よ
っ
て
決
め
ら

れ
ま
す
。
借
地
権
が
認
め
ら
れ

る
場
合
に
は
、
地
代
の
ほ
か
に

一
時
金
（
権
利
金
、
敷
金
）
の

災
都
市
法
に
よ
っ
て
、
①
当
時
支
払
い
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

の
建
物
の
借
主
は
地
主
に
対
し
あ
り
え
ま
す
。
加
え
て
、
当
該

て
土
地
の
貨
借
（
す
な
わ
ち
借
地
域
に
お
い
て
街
と
し
て
の
に

地
）
の
申
し
出
を
す
る
こ
と
が
き
わ
い
が
回
復
し
鹿
売
か
成
り

て
き
（
一一
条
）
、
②
敷
地
に
借
立
つ
ま
て
に
は
多
少
の
年
月
を

地
権
が
あ
る
場
合
は
そ
の
借
地
要
す
る
こ
と
も
考
慮
さ
れ
る
必

権
を
優
先
的
に
譲
り
受
け
る
こ
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
建
物

と
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
再
築
の
費
用
が
自
己
の
負
担
と

す
（
三
条
）
。
③
建
物
か
再
築
な
る
こ
と
は
当
然
で
す
。
こ
の

さ
れ
た
場
合
は
そ
の
建
物
に
つ
よ
う
な
経
済
的
負
担
に
耐
え
ら

い
て
優
先
的
に
賃
借
す
る
こ
と
れ
る
の
か
ど
う
か
、
投
下
し
た

を
申
し
出
る
こ
と
も
で
き
ま
す
資
金
に
見
合
う
利
潤
が
期
待
で

（
一
四
条
）
。
相
手
方
は
「
正
当
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
慎

な
事
由
」
が
な
い
か
ぎ
り
こ
れ
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

ら
の
申
し
出
を
拒
絶
す
る
こ
と
せ
ん
。

が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
建
物
加
え
て
、
抵
当
権
な
ど
の
担

の
借
主
に
と
っ
て
そ
の
場
所
で
保
潅
の
存
在
も
注
意
す
べ
き
こ

の
居
住
や
営
業
の
再
開
が
お
お
と
で
す
。
借
地
権
の
発
生
に
先

む
ね
可
能
に
な
る
わ
け
で
す
。
行
し
て
士
地
に
抵
当
権
な
と
の

ご
質
問
の
ケ
ー
ス

で
は
、
罹
胆
保
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場

災
都
市
法
二
条
に
よ
り
借
地
権
合
に
は
、
こ
の
借
地
権
と
い
え

を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
ど
も
担
保
権
に
優
先
し
な
い
の

る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
権
和
を
で
土
地
が
競
売
な
と
に
至
っ
た

行
使
す
る
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
場
合
は
借
地
櫂
が
消
滅
し
て
し

に
先
立
ち
慎
重
に
検
討
す
べ
き
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

問
題
点
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
こ
と
は
、
適
常
の
借
地
契
約
の

ま
ず
、
借
地
権
の
成
否
や
条
場
合
で
も
同
じ
理
尼
に
な
る
こ

件
に
つ
い
て
当
事
者
問
に
意
見
と
で
あ
っ
て
決
し
て
こ
こ
だ
け

h

h

t

a

t

t

t

n

u

b

h

h
斗
・

事
業
用
固
定
資
産
な
ど
に
生

じ
た
損
失
の
取
り
扱
い
は
、
と

の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。
ま
た
、

雑
損
描
除
の
適
用
が
可
能
な
場

合
は
あ
り
ま
す
か
。

A
 

事
業
用
固
定
資
産
な
ど
に
生

じ
た
損
失
は
税
法
上
、
（
下
表
）

の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
震
災
に
よ
っ
て
事
業

用
固
定
資
産
な
ど
に
生
じ
た
損

失
は
、
先
頃
成
立
し
た
特
例
法

に
よ
り
、
雑
損
控
除
な
ど
と
同

様
に
、
平
成
六
年
度
分
の
必
要

経
費
に
算
入
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
損
失
の
取
り
扱
い
に

お
け
る
注
意
点

③
事
業
用
固
定
資
産
（
例
II

製
品
の
原
材
料
、
機
械
設
備

な
ど
）平
成
七
年
に
発
生
し
た
震

災
に
よ
り
生
じ
た
損
失
な
の

で
、
原
則
な
ら
ば
平
成
七
年

度
分
の
所
得
の
金
額
の
計
算

Q 

上
必
要
経
費
と
な
り
ま
す
が
、

今
回
の
震
災
に
お
い
て
は
特

例
に
よ
り
、
平
成
六
年
分
の

所
得
の
必
要
経
費
に
算
人
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
該
損
失
額
を
腔
除

し
き
れ
な
い
場
合
に
は
、
翌

年
以
降
一云一年
問
繰
り
越
し
控

除
で
き
ま
す
。

固
事
業
以
外
の
業
務
用
資
産

（例
11
五
棟
ま
た
は
十
室
未

満
の
不
動
産
な
と
）

固
と
同
じ
く
、
特
例
に
よ

り
平
成
六
年
分
の
不
動
産
所

得
ま
た
は
雑
所
得
の
必
要
経

費
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
雑
損
控
除
も
適
用
可

能
な
の
で
ど
ち
ら
か
有
利
な

方
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。こ
の
選
択
に
お
け
る
有
利

不
利
の
判
定
は
、

1
．
必
要
経
貨
算
入
は
、
そ

の
不
動
産
所
得
ま
た
は
雑

所
得
の
金
額
を
上
限
と
し
、

さ
ら
に
控
除
し
き
れ
な
く

題

て
も
繰
り
越
し
控
除
が
な

い
の
に
対
し
、
雑
損
控
除

は
翌
年
以
降
―
―一
年
間
繰
り

越
し
控
除
で
き
る
こ
と
。

2
．
必
要
経
費
算
入

の
損
害

額
は
帳
簿
価
額
で
求
め
る

の
に
対
し
、
雑
損
控
除
は

時
価
に
よ
り
求
め
る
こ
と
。

を
考
慮
し
て
行
い
ま
す
。

※
雑
損
控
除
の
特
例
を
適
用
す

る
場
合
の
損
失
額
の
計
算
方

法
次
の
い
ず
れ
か
多
い
方
の

金
額
を
損
害
額
と
で
き
ま
す
。

事業用固定資産などに生じた損失の取り扱い

／ 

公
友認
会
弘計

正士

人
、-—ノ

資産の種類 原 因 取り扱い 翌年以後越 祖失の評価の繰

取壊し

事資業用固定産
除去11
滅失
その他の

青者色以外申告の事由

事由のい 者孟でも翌 資産の取得価額起か
比好炎3 らその損実失d_) 因

棚卸資産 かんを問 間繰越 たる事 の発生直わない
控占除され 価後額のその生育産資をの価る所・法 及客員合び発計額 腔材の除70) 

`>
した残悶額に相当す

111 林 る金
（保 金、す員害賠
偉金などで補金填額さ

損の失不動発生産年所分褐
れる部分の は
I徐く）

災難害、、横盗領 損繰益越通控算除又は雑所得の
金額を要限経度と以由外の事 の適用な
して必 費

し
5に1④算入)（所法

事栗業務以用外資産の

雑象但損し（所控、法上除7記の2①対の) 
f員失の生じた口の翌年以後
時価により計算害

籠
3年腔間繰 （併雑灸金：、手目 賠；
越除（さ場取合に準ずる 償金などで補金填額される所

りも扱いの選 れる部分の は法71)
択可能 除く）

‘--／ 

の
問
題
で
は
な
い
に
せ
よ
、
喪

災
に
よ
り
地
主
も
経
済
的
危
機

に
陥
っ
て
い
る
例
が
多
い
の
で

注
意
を
要
し
ま
す
。
土
地
の
登

記
簿
謄
本
を
と
っ
て
上
地
の
権

利
関
係
を
調
べ
て
お
く
こ
と
は

最
低
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
に
越
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
幾
つ
か
の
ハ
ー
ド
ル

が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
十

分
留
意
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す。
と
こ
ろ
で
、
地
主
が
建
物
を

再
築
す
る
場
合
に
は
、
再
築
し

た
建
物
の
優
先
的
賃
借
（
罹
災

都
市
法
一
四
条
）
か
認
め
ら
れ

ま
す
。
資
金
的
負
担
の
面
か
ら

は
そ
の
道
を
選
ん
だ
方
が
は
る

か
に
現
実
的
で
す
し
、
地
土
が

応
分
の
再
築
計
画
を
有
し
て
お

り
新
築
建
物
の
優
先
的
賃
貸
を

提
案
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
地

①
差
引
損
失
額
ー
所
得
金
額

x
10
%
 

②
差
引
損
失
額
の
う
ち
災
害

関
連
支
出
の
金
額
ー
五
万

円
差
引
損
失
額
の
計
算
は
時
価

に
よ
り
計
算
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
か
、
時
価
の
把
握
を
は
じ

め
、
こ
の
計
算
方
法
に
は
困
難

か
あ
る
た
め
便
宜
的
に
簡
易
な

計
算
方
法
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す。

公

主
の
計
画
を
押
し
退
け
る
形
て

の
借
地
権
の
申
し
出
が
許
容
さ

れ
る
の
か
ど
う
か
は
疑
問
で
す

ら
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず

は
再
築
建
物
に
対
す
る
優
先
的

賃
借
と
い
う
方
向
で
話
し
合
い

を
進
め
て
み
る
の
か
適
切
で
す
。

地
主
に
建
物
再
築
の
意
忠
が
仝

く
な
い
と
か
、
地
主
が
当
方
心

意
向
を
全
く
聞
き
入
れ
な
い
と

か
、
地
主
の
計
画
で
は
当
方
の

営
業
が
再
開
で
き
な
い
な
ど
の

事
情
が
判
明
し
た
と
き
に
、
的

記
の
諸
問
題
を
慎
重
に
検
討
し

た
う
え
で
借
地
権
の
中
し
出
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

地
主
が
土
地
の
売
却
を
希
望
し

て
い
る
場
合
も
あ
り
え
ま
す
の

で
、
い
ず
れ
に
せ
よ
ま
ず
は
地

主
の
意
向
を
確
か
め
、
よ
く
話

し
合
つ
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

弁
護
士

（

村

上

こ
の
度
の
震
災
で
被
災
地
域

の
事
業
主
に
つ
い
て
は
労
働
保

険
料
の
申
告
・
納
付
期
限
が
延

長
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

具
体
的
に
は
と
の
よ
う
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

A -
．
被
災
地
事
業
所
へ
の
措
置

適
用
事
業
所
て
の
労
災
保
険

料
、
雇
用
保
険
料
の
納
付
事
務

は
毎
年
一
回
、
保
険
年
度
（
四

月

一
日
ー
翌
年
一
二
月
三
十
一
日
）

の
当
初
に
そ
の
年
度
の
概
算
保

険
料
を
計
算
し
て
、
毎
年
四
月

十
五
日
—
五
月
十
五
日
の
間
に

申
告

・
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ

Q 

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
度
の
地
震
に

よ
り
被
災
地
域
に
所
在
す
る
事

業
所
の
労
働
保
険
料

の
申
告

・

納
付
に
つ
い
て
は
、
「
労
働
人

臣
が
災
害
の
や
ん
だ
日
か
ら
一

カ
月
以
内
の
期
限
で
別
途
告
示

す
る
日
」
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
の

時
点
で
は
告
ホ
が
で
て
い
ま
せ

ん。二
納
付
の
猶
予
に
つ
い
て

事
業
主
が
納
付
期
限
内
に
労

働
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
、
そ
の
納

付
に
つ
い
て
猶
予
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

労
働
保
険
料
の

申
告
・
納
付
の
延
長

①
納
付
猶
予
の
対
象
と
な
る
労

慟
保
険
料

損
失
の
受
け
た
日
以
後
一

年
以
内
に
納
期
限
か
到
来
す

る
（
納
付
す
へ
き
）
労
働
保

険
料
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
納
付
猶
予
と
な
る
期
間

損
失
の
程
度
（
事
業
経
営

の
た
め
に
直
接
必
要
な
財
産

の
二

0
％
以
上
）
に
よ
り
、

闊
璽
翌
日
か
ら
八
カ
月
1

一
年
間
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③
納
付
猶
予
の
申
請
期
間

災
害
が
や
ん
だ
日
か
ら

二

カ
月
以
内
に
「
納
付
猶
予
中

請
書
」
を
歳
入
徴
収
官
兵
庫

県
労
働
部
長
ま
た
は
歳
入
徴

収
官
兵
庫
労
働
甚
準
局
長
に

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

④
担
保
に
つ
い
て

桓
保
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん。

◎
労
働
保
険
料
の
中
告

・
納
付

手
続
き
に
関
す
る
相
談
会
が
本

年
も
以
下
の
日
程
で
行
わ
れ
ま

す
。
各
事
業
所
で
は
一
＿
一
月
分
の

賃
金
を
従
業
員
に
支
払
っ
た
と

こ
ろ
て
、
前
年
四
月
分
か
ら
本

年
三
月
ま
で
の
総
支
払
賃
金
を

集
計
し
て
、
申
告

・
納
付
の
準

備
を
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

●
労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付

に
関
す
る
相
談
会

四
月
二
十
五
日
（
火
）
灘
公

共
職
業
安
定
所

・
四
月
二
十
七

日
（
木
）
西
神
公
共
職
業
安
定

所

・
四
月
二
十
八
曰
（
金
）
神

戸
朝
日
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
受
付

時
間
は
両
日
と
も
十
時
ー
十
六

寺）
ロ
u【
問
い
合
わ
せ
先
】

兵
庫
県
労

働
部
雇
用
保
険
課
徴
収
係

6
3
6
2
.
3
3
8
8
 

●
労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付

に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

ま
~
 

右
記
雇
用
保
険
課
ま
た
は
兵

庫
労
働
基
準
同
労
災
業
務
課
6

3
3
2
.
7
0
4
0
ま
で

社
会
保
険
労
務
士
〗

（

岡

西

英

二

郎

｀

『

ーシーエス は、 ゜
゜

あらゆるニーズに総合力でお応えします。

さくら銀行をはじめ、多種多様な情報処理分野で蓄積したノウハウを持つ情報処理

サービス。広汎な知識分野に、多数の優秀なシステムエンジニアが挑むソフトウェア

開発。富士通のティーラーであり、ユーザーであるからできる適切なシステム導入支

援とコンピュータの販売。

さくらケーシーエスはこの 3つの力を総合力に高め、
ルーションでお応えする総合情報サービス企業です。

お客様のニーズにトータルソ

株式会社さくらケーシーエス
本社／〒650神戸市中央区

TEL (078) 391-6571 lffi 
東京本社／〒135東京都江東区越中島 1-2 -21 

TEL (03) 3820-4411 
事業所／姫路、大阪、明石、岡山、

播 磨 町 21 番 1 

y Kピル

烏取



平成 7年4月10日 KOBE会議所ニュース （平成2年6月22日第3種郵便物認可） (6) 

阪神大震災に係る中堅・中小企業実務セミナー
ー企業の再建方策と財産保全一

日
場

平成7年 4月24日（月） 午後 2時 ー 5時
神戸市産業振興センター 3階ホール（神戸ハーパーランド内）
神戸市中央区東川崎町 1-8 -4 匹 303-3199

第 1部（講演） 「要災をめぐる企業の再建方策と財産保全」
講師朝日監査法人大阪事務所公認会計士橋本

公認会計士上田
第 2部（パネル討議） 「被災企業に必要な今の対策、明日の対策」
パネリスト 朝日監査法人・中小企業金融公庫・神戸商工会議所

定 員 3 0 0名（定員になり次第締め切ります）
参加費無料

申込先 FAXまたは電話で下記までお申し込み下さい。
神戸商工会議所産業復興支援センター
FAX (078) 303-6325／匹 （078)303-1001 

日
場

時
所

時

所

マ

師

員

費

先

一

加

込

テ
講

定

参

申

克
雅
己
弘

阪神大震災に係る緊急法律セミナー
ー借地・借家問題について 一

平成7年4月27日（木）午後 1時30分 ー3時
神戸市産業振興センター 3階ホール（神戸ハーバーランド内）
神戸市中央区東川崎町 1-8-4 fl303-3199 
「震災に係わる借地 ・借家問題等について」

弁護士 村上公一（神戸商工会議所専門相談員）

3 0 0名（定員になり次第締め切ります）
無料

FAXまたは電話で下記までお申し込み下さい。
神戸商工会議所産業復輿支援センター

FAX (078) 303-6325／匹 （078)303-1001 

--？匹ソンクr奏U卿 J編作曲・唄：ャ”--没~約

炉炉
疇製麟麗-

三鵬疇閾雰し泣玄
キャンペーンソング発表記者会見にて (=3月27日新神戸オリエンタルホテル）
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神
戸
の
復
興
を
優
し
く
見
守

り
、
そ
し
て
人
々
に
勇
気
を
与

え
て
く
れ
る
|
|
0

淡
路
島
出
身
の
作
詞
家
・
阿

久
悠
さ
ん
と
須
磨
区
出
身
の
歌

手

・
平
松
愛
理
さ
ん
が
、
神
戸

復
興
の
願
い
を
こ
め
て
「
美
し

都

S
が
ん
ば
ろ
や

W
e
l
o

v
e
k
o
B
E
S
」
を
共
同

制
作
し
た
。
四
月
二
十
一
日
全

国
で
発
売
さ
れ
る
。

本
所
、
神
戸
市
、
市
内
の
商

業
者
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
復

興
を
支
援
す
る

W
E
L
O
V
E

K
O
B
E
元
気
復
興
委
員
会

（
会
長
11
瀧
川
博
司
本
所
副
会

頭
）
は
こ
れ
ま
で
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

や
ロ
ゴ
マ

ー
ク
を
作
っ
て
、
「

W

E
L
O
V
E
K
O
B
E
」
運

動
を
展
開
し
て
き
た
。
今
回
阿

久
さ
ん
、
平
松
さ
ん
を
は
じ
め
、

K
I
S
S
I
F
M
、
（
株
）
ポ
ニ

ー

キ
ャ
ニ
オ
ン
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、

同
運
動
の

一
環
と
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
ソ
ン
グ
が
誕
生
、
収
益
は
す
べ

て
義
援
金
と
し
て
被
災
地
に
寄

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
ロ

ず
さ
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
な

れ
ば
」
と
平
松
さ
ん
。
阿
久
さ

e
l
o
v
e
 

B
E
S」

‘、、
S
カ

戸
復
興
を
願
つ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ソ
ン
グ

ぅ

ん
も
「
神
戸
が
愛
さ
れ
る
理
由

を
考
え
て
作
り
ま
し
た
」
と
熱

く
語
っ
た
。

同
委
員
会
で
は
今
後
、

本
所
で
は
為
替
相
場
一
ト
ル
11

九

0
円
突
破
に
関
し
て
、
会
員

企
業
へ
の
緊
急
調
査
を
行
っ
た
。

回
答
企
業
百
一二
社
の
う
ち

「
影
響
を
受
け
た
」
と
回
答
し
た

企
業
は
七
十
社
。
そ
の
う
ち
―
―
―

十
六
社
が
「
悪
影
牌
が
あ
る
」
、

十
六
社
が
「
悪
影
響
が
大
き
い
」

と
し
て
お
り
、
悪
影
響
を
受
け

た
企
業
で
大
勢
が
占
め
ら
れ
た
。

一
方

「
好
影
盟
が
あ
る
」

「
好
影
薯
が
大
き
い
」
と
の
回
答

も
十
八
社
と
、
前
回
調
査
時

（
昨
年
七
月
の
一

0
0円
突
破

時
）
よ
り
円
高
メ
リ
ッ
ト
を
実

感
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
企
業

も
増
え
つ
つ
あ
る
。

業
種
別
に
見
る
と
機
械
金
属

製
造
業
で
は
「
悪
影
響
」
と
回

答
す
る
企
業
が
多
い
が
、
貿
易

業
で
は
「
悪
影
響
」
と
回
答
す

る
企
業
が
多
い
一
方
、
「
好
影

響
」
と
す
る
企
業
も
み
ら
れ
、

神
戸
商
工
会
議
所
は
、
北
区

と
西
区
を
除
く
市
内
の

一
万
千

六
百
三
十
七
会
員
対
象
に
阪
神

大
震
災
に
よ
る
会
員
の
被
災
状

況
を
調
査
し
て
い
た
が
、

三
月

三
十
日
ま
で
に
約
九
割
の

一
万

三
百
四
十
二
会
員
と
連
絡
が
と

れ
た
。
こ
の
う
ち
、
十
九
名

の

代
表
者
死
亡
が
確
認
さ
れ
、
従

業
員
が
亡
く
な
ら
れ
た
企
業
は

二
百
二
十
三
社
に
及
ん
だ
。
ま

た
、
千
六
百
六
十
九
会
員
は
、

「
営
業
が
出
来
な
い
」
状
況
に

あ
り
、
う
ち
五
四
％
に
あ
た
る

九
百
四
会
員
は
、
再
開
の
メ
ド

が
た
た
ず
、
仮
事
務
所
で
営
業

中
の
会
員
も
千
百
――
-
+
―
会
員

に
上
っ
た
。

千
百
―
l

干
一
会
員
が
仮
事
務
所
で
営
業

会
員
被
災
状
況
調
壺
結
果

怠
加
速
に
企
業
対
応
で
き
ず

緊

急

円

高

調

査

こ
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ソ
ン
グ
の

P
R

を
含
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
、
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

に
実
施
す
る
予
定
。

輸
出
入
比
率
に
よ
り
違
い
が
生

じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

各
企
業
の
採
算
レ
ー
ト
に
つ

い
て
は
一

0
0
円
が
最
も
多
く
、

次
い
で
一

0
五
円
、
九
五
円
、

―
1
0円
と
な
り
平
均
は

一
0

一
円
三
二
銭
で
あ
っ
た
。

前
回
調
査
で
の
同
平
均
は

一

0
八
円
七
四
銭
で
あ
り
、
各
企

業
は
こ
の
わ
ず
か
半
年
の
間
に

自
社
の
採
算
レ
ー
ト
を
七
円
四

二
銭
も
円
高
へ
対
応
さ
せ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
為
替
市
場
の

円
高
進
行
の
勢
い
に
は
追
い

つ

け
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

今
後
の
対
策
と
し
て
は
合
理

化
・
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
輸
入
拡

大
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た

い
す
れ
の
対
策
も
前
回
よ
り
大

福
に
増
加
し
、
各
企
業
と
も
あ

ら
ゆ
る
手
を
講
じ
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
る
。
こ
の
ほ
か
「
打

つ
手
な
し
」
と
す
る
回
答
も
九

社
あ
り
前
回
よ
り
も
増
加
し
た
。

■震
災
に
よ
り
左
記
の
代
表
者

の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま

し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
（
順
不
同
）

（株
）神
戸
写
真
工
芸
／
別
所
勲

氏久
野
商
店
／
久
野
和
能
氏

ク
ボ
タ
無
線
／
久
保
田
幸
雄
氏

と
み
や
靴
店
／
山
内
布
子
氏

八
巻
／
熊
谷
公
孝
氏

フ
ル
ー
ツ
ン
ョ
ッ
プ
ま
え
だ
／

澤
田
美
智
子
氏

ボ
ビ
ー
／
小
田
静
子
氏

（株
）
甲
進
／
妹
尾
寿
夫
氏

多
谷
（
株
）
／
多
谷
信
夫
氏

服
部
珈
琲
商
会
／
服
部
勇
氏

兵
庫
毘
布
海
産
（
株
）
／
中
出
敏

郎
氏

富
山
商
工
会
議
所
青
年
部

（
会
長
11
翠
田
章
男
氏
）
で
は

神
戸
商
工
会
議
所
の
会
員
子
弟

を
対
象
に
七
月
―
―
十
八
日
よ
り

――
―
十
一
日
の
四
日
間
富
山
で
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
企
画
。
本
所

に
対
し
て
参
加
希
望
者
の
募
集

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

富
山
ス
テ
イ
は
今
年
で
第
八

回
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
も
毎

年
東
京
や
大
阪
の
子
供
た
ち
を

招
い
て
、
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
や

自
然
体
験
な
ど
を
通
じ
、
富
山

の
子
供
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を

深
め
、
思
い
出
に
残
る
夏
休
み

の
数
日
を
過
ご
し
て
も
ら
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。
今
年
は
特
に

阪
神
大
震
災
で
大
き
な
痛
手
を

神
戸
キ
モ
ノ

・
ク
リ
ニ
ッ
ク
／

山
本
彦
造

（
株
）
モ
ン
テ

・
オ
ヴ
ェ
ス
ト
／

沼
田
宏
美

（
有
）
あ
し
や
／
揚
田
国
寿

（
株
）
神
戸
国
際
会
館
／
大
西
眸

神
戸
喜
田
代
理
店
／
喜
田
栄
子

板
野
熔
エ
／
板
野
与
志
育

ミ
ナ
セ
電
気
丁
事
／
南
瀬
義
人

味
匠
謡
／
山
地
登

-ンぷ 弐ー曰ーZ-J--ヤ-3-:

負
っ
た
神
戸
の
子
供
た
ち
を
迎

え
て
、
元
気
を
出
し
て
も
ら
い

た
い
と
青
年
部
会
員
か
ら
の
強

い
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。
募
集

要
綱
は
次
の
通
り
。

主
催

富
山
商
工
会
議
所
青
年

部

対

象

神

戸
商
工
会
議
所
会
員

の
子
弟
（
小
学
三
年
以

上
六
年
ま
で
）

募
集
人
員

約
二
十
名

参
加
費

無
料
（
交
通
費
の
み

実
負
担
、

一
万
二
千
円
）

場
所

富
山
市
周
辺

日
程
（予
定
）

一
日
目
11
青
年

部
会
員
宅
に
て
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
（
分
宿
）

ニ

日
目
11
立
山
山
麓
キ
ャ

ン
プ

三
日
目
11
越
中

五
箇
山

宿

泊

四
目
日
11

富
山
市
内
企
業
見
学
の

の
ち
帰
神

応
募
締
め
切
り

五
月
二
十
六

日
（
金
）
（
申
込
者
多

数
の
場
合
は
袖
選
）

【
申
し
込
み
先
】
神
戸
商
工
会

議
所
中
小
企
業
振
興
部

(
6

3
0
3
.
5
8
1
0
)
 

ヽ＼ 

富
山
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
券
集

神
戸
商
工
会
議
所
事
務
局
人
事

（平
成
七
年
四
月
一
日
付
）

中
小
企
業
振
興
部
副
部
長
中

村
紀
雄
（
総
務
部
次
長
）
▽
総

務
部
次
長
高
田
達
雄
（
企
画
部

課
長
）
▽
企
画
部
次
長
小
寺
隆

（
経
済
情
報
セ
ン
タ
ー
課
長
）

▽
西
神
戸
支
部
事
務
長
樋
口
晃

正
（
中
小
企
業
振
興
部
次
長
）

▽
総
務
部
管
理
チ
ー
ム

調
査
役

森
脇
丈
晴
（
総
務
部
管
理
チ

ー

ム
係
長
）
▽
会
員
事
業
部
共
済

事
業
チ
ー
ム
担
当
課
長
平
岡
靖

敏
（
会
員
事
業
部
共
済
事
業
チ
ー

ム
係
長
）
▽
中
小
企
業
振
興
部

相
談
事
業
チ
ー
ム
産
業
復
興
支

援
セ
ン
タ
ー
担
当
調
査
役
宮
崎

吉
生
（
西
神
戸
支
部
事
務
長
）

▽
同
調
査
役
多
井
康
子
（
経
済

情
報
セ
ン
タ
ー
調
査
役
）
▽
経

済
情
報
セ
ン
タ
ー
課
長
御
崎
信

明
（
総
務
部
管
理
チ
ー
ム
担
当

課
長
）
▽
東
神
戸
支
部
事
務
長

宮
出

一
夫
（
垂
水
支
部
事
務
長
）

▽
中
央
支
部
産
業
復
興
支
援
セ

ン
タ
ー
担
当
調
査
役
岩
佐
利
彦

（東
神
戸
支
部
事
務
長
）
▽
兵

庫
支
部
事
務
長
浜
田
透
（
中
小

企
業
振
興
部
振
興
事
業
チ

ー
ム

担
当
課
長
）
▽
垂
水
支
部
事
務

長
中
西
昭
――
-
（
西
神
戸
支
部
調

査

役

）

（

）

内

は

前

職

P
 

◎経営に関するご相談は、 各支部・支所へ
本所では、震災被害に対応した金融はじめ経営に関する各種相談を下

記の支部・支所で実施しています。

(9:00~17:15 土・日曜・祝日休み）

東神戸支部
灘区桜口町1-1-4 セントラルプラザ六甲1階

匹843-2121 FAX843-2877 

中央支部 中央区東川崎町1-8-4 神戸市産業振興センター8階
ー仮事務所一 匹 360-1910 FAX360-1972 

兵庫支部
兵庫区大開通2-3-18 神戸木材会館1階

岱 577-1110 FAX577-1998 

北 支 所
北区鈴聞台西町1-27-15 市木ビル1階

匹 593-4800 FAX593-7050 

西神戸支部
長田区大橋町3-1-13 ケミカルシューズ産業会館3階

tt641-3185 FAX641-3110 

垂水支部
垂水区日向1-6-1 -2 0 6 レバンテ垂水三番館2階

匹 706-1234 FAX706-1235 

災害対策本部
中央区港島中町6-1（神戸商工会議所会館4階）

匹 303-5810 FAX303-2310 

◎兵庫県南部地震中小企業総合相談所

国、県、市、商工会議所などの関係団体が一体となって、各種相談を

実施しています。

中央区東川崎町1-8-4神戸市産業振興センター6階
な360-3211 FAX360-3193 

10:00~17 00 
（当面、土 ・日曜日も開設）

ヽ

被災地の皆様の一日も早い復旧をお祈り申し上げます。弊社では上記の通り、

阪神大震災仮設相談センターを設けましたのでお知らせいたします。

◆プレハプ各種（事業所・店舗）・ユニットハウス・仮設トイレ・各種備品

※相談（無料）／調査／設計／施工
（社）プレハブ建築協会会員

大和I雨リース株式曾尿i
〒651神戸市中央区浜辺通2丁目1番30号三宮国際ビル5F

お問い
合わせ

受付時間 AM9:00-PM5:00 
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口冒三宮国際ピル
JR三宮より徒歩10分


